
は
（
１
１
）

フ
ー
句
○

『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
・
チ
ン
タ
ー
マ
一
二
ｓ
目
く
四
。
旨
圃
白
眉
）
「
解
脱
論
」
（
ご
巨
冨
ぐ
且
巴
の
冒
頭
で
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
は
解
脱
（
凹
冒
く
閂
隠
）
を

定
義
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
対
論
者
は
苦
の
減
は
人
間
の
目
的
に
な
ら
な
い
と
言
う
。
次
に
、
苦
の
減
と
は
「
苦
の
生
起
者
の
減
」

（
目
算
厨
切
目
冨
呂
呂
箇
）
な
の
か
「
苦
の
未
生
起
」
含
居
唇
目
月
日
§
）
な
の
か
と
い
う
議
論
に
な
る
。
ま
ず
苦
の
生
起
者
の
減
論
者
が

勝
利
す
る
が
、
後
に
苦
の
未
生
起
論
者
が
勝
利
す
る
。
そ
の
後
、
苦
の
生
起
者
の
減
論
者
は
「
苦
の
絶
対
的
非
存
在
」
（
目
算
ｇ
ｇ
ｇ
‐

国
言
習
“
）
論
者
（
ヴ
ァ
ッ
ラ
バ
厨
房
９
ｍ
ゞ
の
匡
呂
‐
巨
呂
）
と
し
て
、
そ
し
て
苦
の
未
生
起
論
者
は
「
苦
の
過
去
の
非
存
在
」
（
号
房
冨
頁
凋
‐

号
冨
く
四
）
論
者
（
プ
ラ
バ
ー
ヵ
ラ
派
卑
筈
冨
冨
国
）
と
し
て
再
登
場
す
る
が
、
共
に
苦
滅
論
者
に
敗
れ
る
。
こ
の
一
連
の
議
論
の
な
か
で
現

新
論
理
学
派
（
ｚ
画
く
冨
口
島
営
冨
）
の
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
（
忠
信
の
３
．
ｐ
届
巴
）
の
解
脱
論
で
は
、
解
脱
の
定
義
・
解
脱
の
プ
ロ
セ
ス
・
他

者
の
定
義
の
批
判
・
苦
滅
論
・
知
行
併
合
論
言
習
烏
肖
日
蝕
の
目
Ｅ
Ｃ
Ｂ
旨
く
呂
巴
・
享
受
（
ｇ
ｏ
鴇
）
・
真
理
知
（
目
尊
営
習
四
）
な
ど
の
ト
ピ
ッ

ク
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
特
徴
的
な
議
論
は
苦
滅
論
で
あ
る
。
ニ
ャ
ー
ャ
学
派
に
と
っ
て
「
人
間
の
目
的
」
（
冒
日
協
昌
色

は
「
苦
の
減
」
と
し
て
の
解
脱
で
あ
る
が
、
そ
の
苦
（
目
房
冨
）
の
減
（
島
く
四
日
め
四
ゞ
ロ
獣
煙
ゞ
号
冨
ぐ
四
ゞ
ロ
胃
ａ
）
と
は
何
か
と
い
う
問
題
で
あ

ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
苦
滅
論

は
じ
め
に

山
本

和

彦
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人
間
の
目
的
は
何
か
。
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派
（
冒
日
画
日
、
禺
巴
に
よ
れ
ば
、
祭
式
行
為
に
よ
っ
て
天
界
に
生
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、

（
２
）

さ
ら
に
祭
式
行
為
そ
の
も
の
が
人
間
の
目
的
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
他
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
哲
学
で
は
、
人
間
の
目
的
は
解
脱
で
あ
る
。

そ
し
て
解
脱
と
は
苦
の
減
（
目
算
冨
号
く
四
日
の
四
）
も
し
く
は
楽
（
の
烏
冨
）
で
あ
る
。
人
間
の
目
的
と
し
て
の
苦
の
減
と
は
何
か
。

（
３
）

ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
は
、
人
間
の
目
的
は
人
間
の
努
力
（
自
白
協
頁
葛
煙
日
煙
）
に
基
づ
く
真
理
知
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
言
う
。
人
間
の
目
的

に
な
ぜ
努
力
が
必
要
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ラ
ー
ヤ
ー
ヤ
・
ス
ー
ト
ラ
」
（
号
図
画
の
日
日
ｏ
』
ｇ
）
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い

（
４
）る

。
人
が
熟
睡
し
て
い
て
夢
を
見
て
い
な
い
と
き
、
そ
の
人
に
は
煩
悩
が
な
い
。
煩
悩
が
な
い
人
は
苦
が
生
じ
る
こ
と
な
く
解
脱
状
態
に

あ
る
と
言
え
る
。
熟
睡
し
て
い
る
人
は
苦
の
減
の
た
め
の
努
力
が
な
い
。
そ
の
人
は
解
脱
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、
瓶
に
は

（
５
）

苦
が
な
い
の
で
解
脱
状
態
に
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
瓶
は
努
力
も
し
て
お
ら
ず
、
解
脱
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ

れ
ら
の
場
合
を
解
脱
の
定
義
か
ら
排
除
す
る
た
め
に
ニ
ヤ
ー
ヤ
学
派
は
努
力
の
必
要
性
を
主
張
す
る
。

真
理
知
か
ら
解
脱
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
、
努
力
や
真
理
知
な
ど
解
脱
の
構
成
要
素
が
時
間
的
な
因
果
関
係
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
真
理
知
に
よ
る
誤
知
の
減
・
誤
知
の
減
に
よ
る
過
失
の
減
・
過
失
の
減
に
よ
る
活
動
の
減
・
活
動
の
減
に
よ
る

（
６
）

出
生
の
減
・
出
生
の
減
に
よ
る
苦
の
減
と
い
う
順
番
が
解
脱
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
苦
は
人
間
の
努
力
を
伴
う
真
理
知
に
よ
っ
て
減
す
る
。

（
７
）

ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
は
こ
れ
を
肯
定
的
否
定
的
随
伴
（
目
ぐ
幽
冨
ぐ
冨
日
①
厨
）
と
言
う
。
真
理
知
が
あ
れ
ば
解
脱
は
あ
る
。
真
理
知
が
な
け
れ
ば
解

れ
る
「
苦
の
生
起
者
の
減
」
と
「
苦
の
未
生
起
」
と
に
関
連
す
る
議
論
に
つ
い
て
以
下
考
察
す
る
。

（
８
）

脱
は
な
い
。

人
間
の
目
的
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ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
は
解
脱
を
「
ま
た
そ
れ
（
解
脱
）
は
、
同
じ
基
体
（
人
間
）
に
お
い
て
、
苦
の
「
過
去
の
非
存
在
」
と
共
存
し
な
い
苦

（
吃
）

の
減
（
苦
の
未
来
の
非
存
在
）
で
あ
る
」
と
定
義
す
る
。

「
過
去
の
非
存
在
」
と
は
、
始
ま
り
が
無
く
、
終
わ
り
が
有
る
非
存
在
で
あ
る
。
ま
だ
焼
か
れ
て
い
な
い
黒
土
の
瓶
に
焼
か
れ
た
後
の

色
で
あ
る
赤
色
は
、
瓶
が
焼
か
れ
て
赤
く
な
る
ま
で
存
在
し
な
い
、
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
苦
の
過
去
の
非
存
在
は
、
苦
が
無
始
以
来
存

在
せ
ず
に
、
か
つ
未
来
に
存
在
す
る
非
存
在
で
あ
る
。
「
苦
の
減
」
の
「
減
」
（
号
く
四
目
の
“
）
は
、
消
滅
以
後
の
非
存
在
（
旨
く
四
目
の
豐
冨
ぐ
巴

で
あ
り
、
始
ま
り
が
有
り
、
終
わ
り
が
無
い
非
存
在
で
あ
る
。
す
で
に
焼
か
れ
た
赤
い
瓶
に
焼
か
れ
る
前
の
黒
土
の
色
は
、
既
に
減
し
て

（
喝
）

い
る
の
で
存
在
し
な
い
、
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
苦
の
減
（
目
房
ｇ
旨
く
目
〕
の
四
）
は
、
過
去
に
苦
が
あ
り
、
未
来
に
苦
が
な
い
非
存
在
で
あ

苦
の
減
が
解
脱
で
あ
る
が
、
そ
の
苦
と
は
何
か
。
ラ
ー
ャ
ー
ャ
・
ス
ー
ト
ラ
』
で
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
苦
悩
と
結
び
つ
く
よ
う
に
な
る
か

（
９
）

ら
、
出
生
が
起
こ
る
こ
と
が
苦
に
他
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
が
苦
で
あ
り
、
そ
れ
は
ア
ー
ト
マ
ン
が
身
体

と
結
合
す
る
こ
と
で
あ
る
。
身
体
は
苦
の
基
体
な
の
で
、
身
体
が
な
け
れ
ば
苦
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
吃
世
紀
の
正
理
・
勝
論

（
、
）

学
派
の
綱
要
害
「
サ
プ
タ
・
パ
グ
・
ア
ル
テ
ィ
ー
」
命
９
国
冒
呂
詳
言
七
句
義
論
）
に
よ
れ
ば
苦
は
副
種
類
あ
る
。
身
体
・
眼
耳
鼻
舌
身
意

と
い
う
六
つ
の
感
覚
器
官
・
色
声
香
味
触
と
楽
等
ア
ー
ト
マ
ン
の
属
性
と
い
う
六
感
官
の
対
象
・
感
官
と
対
象
と
の
接
触
の
結
果
と
し
て

の
六
つ
の
知
識
・
楽
・
苦
で
あ
る
。
楽
と
苦
以
外
は
苦
の
基
体
や
手
段
や
原
因
で
あ
る
。
苦
が
混
合
し
た
楽
は
苦
と
見
な
さ
れ
る
の
で
楽

も
苦
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
苦
そ
の
も
の
の
分
類
が
な
い
の
だ
が
、
註
釈
者
に
よ
れ
ば
蛇
や
鰊
か
ら
生
じ
る
苦
の
減
は
解
脱
で
は

（
ｕ
）

な
い
・
後
述
す
る
が
、
蛇
や
鰊
と
い
う
苦
の
生
起
者
の
減
は
人
間
の
目
的
で
は
な
い
。

苦
の
減

苦
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ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
定
義
で
は
、
解
脱
と
は
苦
が
過
去
に
あ
り
、
そ
の
苦
が
減
し
て
未
来
に
再
び
生
起
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
過

去
の
苦
の
基
体
（
人
間
）
と
苦
が
減
し
て
生
起
し
な
い
基
体
と
は
同
じ
基
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
解
脱
と
は
苦
の
減
の
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
の
苦
の
減
は
誤
知
の
減
に
よ
る
。
誤
知
の
減
は
人
間
の
努
力
を
と
も
な
う
真
理
知
に
よ
る
。
真
理
知
は
ョ
１
ガ
か
ら
発
生
し
た
純

（
Ｍ
）

粋
な
ダ
ル
マ
か
ら
生
じ
る
。
解
脱
に
至
る
こ
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
に
祭
式
行
為
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
は
知
行
併

（
巧
）

合
論
を
批
判
し
、
知
識
の
み
に
よ
る
解
脱
を
主
張
す
る
。

苦
の
減
と
は
何
か
。
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
は
ふ
た
つ
の
解
釈
を
暫
定
的
に
提
示
す
る
。
「
苦
の
生
起
者
の
減
」
と
「
苦
の
未
生
起
」
と
で
あ

（
脇
）

る
。
苦
の
減
を
苦
の
生
起
者
の
減
と
解
釈
す
る
こ
と
は
ウ
デ
ィ
ョ
ー
タ
カ
ラ
（
目
号
○
国
百
国
』
の
．
臼
ｅ
、
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
・
ミ
シ

（
面
）
（
喝
）

ユ
ラ
（
厨
８
９
呂
言
曾
凹
、
弓
ご
己
、
ウ
ダ
ャ
ナ
ａ
目
樹
尽
め
霞
ぷ
。
民
。
己
誤
‐
匡
ｇ
）
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
以

（
四
）
（
別
）

降
の
新
論
理
学
者
で
あ
る
ラ
グ
ナ
ー
タ
（
顧
瞥
目
碑
冨
塑
３
日
四
日
。
届
呂
）
や
ガ
ダ
ー
ダ
ラ
お
且
且
目
届
團
異
国
＆
昌
四
．
。
展
ｇ
）
は
、
「
悪

の
減
」
（
Ｂ
ｇ
目
融
．
合
需
目
目
曾
）
に
つ
い
て
盛
ん
に
議
論
す
る
。

（
釦
）

ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
対
論
者
は
、
解
脱
を
「
苦
の
過
去
の
非
存
在
と
共
存
し
な
い
苦
の
生
起
者
の
減
が
解
脱
で
あ
る
」
と
定
義
す
る
。
苦

の
生
起
者
（
目
房
冨
３
号
目
煙
）
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
日
常
世
界
で
は
蛇
や
鰊
な
ど
で
あ
り
、
ヴ
ェ
ー
ダ
世
界
で
は
悪
（
Ｂ
ｇ
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
減
す
る
こ
と
が
人
間
の
目
的
だ
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
苦
の
生
起
者
の
減
は
、
補
助
な
し
で
そ
れ
だ
け
で
成
立
す
る
。
つ
ま

（
犯
）

り
、
蛇
や
鰊
の
減
に
何
ら
か
の
別
の
手
段
は
必
要
な
い
。
さ
ら
に
、
蛇
や
鰊
の
減
に
関
し
て
は
、
蛇
や
鰊
と
い
う
苦
の
生
起
者
の
減
に
対

（
詔
）

す
る
意
欲
に
基
づ
い
て
人
間
は
努
力
す
る
の
で
、
苦
の
生
起
者
の
減
が
人
間
の
目
的
で
あ
る
。
苦
の
未
生
起
も
、
苦
の
生
起
者
の
減
を
通

（
型
）

し
て
成
立
す
る
か
ら
、
苦
の
生
起
者
の
減
が
人
間
の
目
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
苦
の
生
起
者
の
減
」
は
努
力
を
伴
い
、
他
の
補
助
な
し
で

る
C

苦
の
生
起
者
の
減
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（
鋤
）

未
来
に
生
起
し
な
い
苦
に
対
し
て
、
現
在
人
間
の
努
力
が
あ
る
か
ら
、
苦
の
未
生
起
が
人
間
の
目
的
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
苦
を
生

じ
さ
せ
な
い
蹟
罪
に
人
間
の
努
力
が
あ
る
場
合
、
苦
の
未
生
起
に
対
し
て
努
力
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
苦
の
未
生
起
が
人
間
の
目
的
で
あ

（
瓠
）る

。
苦
の
生
起
者
が
減
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
「
生
じ
る
苦
は
な
い
」
か
ら
、
こ
の
「
苦
の
未
生
起
」
に
対
し
て
人
間
の
努
力
が
あ

苦
の
未
生
起
と
は
、
苦
が
生
じ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
苦
が
生
じ
な
い
限
り
解
脱
し
て
い
る
と
言
え
る
。
苦
の
未
生
起
は
、
苦
の
生
起
者

を
減
す
努
力
が
あ
る
限
り
続
く
。
苦
の
未
生
起
は
無
始
・
有
終
と
い
う
過
去
の
苦
と
同
じ
特
徴
を
持
つ
・
過
去
の
苦
は
プ
ラ
バ
ー
カ
ラ
派

成
立
す
る
か
ら
人
間
の
目
的
で
あ
る
と
い
う
の
が
対
論
者
の
考
え
で
あ
る
。

し
か
し
、
人
間
の
目
的
は
「
苦
の
減
」
で
あ
り
「
苦
の
生
起
者
の
減
」
で
は
な
い
。
こ
れ
を
ヴ
ァ
ッ
ラ
バ
は
限
定
者
言
附
随
ｇ
）
と

（
妬
）
（
妬
）

被
限
定
者
（
ぐ
画
翼
四
）
と
の
関
係
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
。
ヴ
ァ
ッ
ラ
バ
の
解
脱
の
定
義
は
、
「
苦
の
絶
対
的
非
存
在
」
で
あ
る
が

（
”
）

彼
は
こ
れ
を
「
自
分
に
存
在
す
る
苦
と
絶
対
的
非
存
在
と
の
関
係
が
、
苦
の
生
起
者
の
減
」
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
つ
ま
り
「
苦
の
絶
対

的
非
存
在
」
は
、
「
苦
」
と
「
絶
対
的
非
存
在
」
と
の
関
係
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
は
「
苦
の
生
起
者
の
減
」
に
他
な
ら
な
い
と
言
う
。

「
苦
の
絶
対
的
非
存
在
は
苦
の
生
起
者
の
減
で
あ
る
」
と
い
う
文
章
の
限
定
者
は
「
苦
の
生
起
者
の
減
」
で
あ
り
、
被
限
定
者
は
「
苦
の

絶
対
的
非
存
在
」
で
あ
る
。
「
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る
」
と
表
現
す
る
場
合
、
主
語
で
あ
る
Ａ
は
述
語
で
あ
る
Ｂ
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
Ａ
は
被
限
定
者
で
あ
る
。
Ｂ
は
Ａ
を
限
定
し
て
い
る
の
で
Ｂ
は
限
定
者
で
あ
る
。
対
論
者
は
限
定
者
が
成
立
し
て
い
る
場
合
、
被
限

定
者
も
成
立
す
る
と
主
張
す
る
。
し
た
が
っ
て
人
間
の
目
的
で
あ
る
「
苦
の
絶
対
的
非
存
在
」
は
成
立
す
る
。
こ
れ
は
「
苦
の
生
起
者
の

減
」
の
被
限
定
者
な
の
で
「
苦
の
生
起
者
の
減
」
も
間
接
的
に
は
人
間
の
目
的
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
は
「
苦

（
犯
）

の
生
起
者
の
減
」
と
「
苦
の
絶
対
的
非
存
在
」
と
は
結
合
し
な
い
と
言
っ
て
こ
の
説
を
退
け
る
。

（
調
）

の
考
え
で
あ
る
。

苦
の
未
生
起

５



ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
解
脱
論
で
は
、
解
脱
の
定
義
と
プ
ロ
セ
ス
だ
け
で
は
な
く
「
苦
の
減
」
と
は
何
か
と
い
う
問
題
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。

苦
の
減
と
は
「
苦
の
生
起
者
の
減
」
、
「
苦
の
未
生
起
」
も
し
く
は
「
苦
の
過
去
の
非
存
在
」
で
あ
る
と
い
う
説
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、

最
終
的
に
は
否
定
さ
れ
る
。
「
苦
の
生
起
者
の
減
」
は
、
そ
れ
自
体
で
他
の
補
助
な
し
で
成
立
す
る
が
、
人
間
の
目
的
で
は
な
い
。
人
間

在
な
の
で
、
人
間
の
目
的
で
あ
る
。

（
認
）

プ
ラ
バ
ー
カ
ラ
派
は
、
無
終
の
「
苦
の
過
去
の
非
存
在
」
が
解
脱
で
あ
る
と
言
う
。
「
過
去
の
非
存
在
」
は
始
ま
り
が
な
く
（
無
始
）
、

終
わ
り
が
あ
る
（
有
終
の
）
非
存
在
で
あ
る
。
終
わ
り
の
な
い
命
ｑ
目
鼻
巴
過
去
の
非
存
在
（
無
始
・
有
終
）
と
は
、
無
始
・
無
終
の
非

存
在
、
つ
ま
り
絶
対
的
非
存
在
（
四
ｑ
ｇ
ｓ
ｇ
留
四
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
絶
対
的
非
存
在
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
非
存
在
で
あ
る
。

絶
対
的
非
存
在
は
努
力
な
し
で
成
立
し
て
い
る
の
で
人
間
の
目
的
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
プ
ラ
バ
ー
カ
ラ
派
は
、
「
苦
の
過
去
の
非

（
制
）

存
在
」
は
努
力
に
よ
る
真
理
知
か
ら
ア
ダ
ル
マ
の
減
が
あ
る
と
き
に
成
立
す
る
と
言
う
。
さ
ら
に
、
過
去
の
非
存
在
は
常
住
で
な
く
減
す

（
妬
）

る
が
、
絶
対
的
非
存
在
は
常
住
で
あ
り
減
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
過
去
の
非
存
在
と
絶
対
的
非
存
在
は
同
じ
も
の
で
は
な
い
と
言
う
。

（
鮒
）

ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
は
、
苦
の
過
去
の
非
存
在
の
反
存
在
は
輪
廻
の
原
因
で
な
い
苦
で
あ
る
と
言
う
。
苦
に
は
、
輪
廻
の
原
因
と
な
る
も
の

と
輪
廻
の
原
因
で
は
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
輪
廻
の
原
因
と
な
る
苦
を
減
す
れ
ば
解
脱
す
る
が
、
輪
廻
の
原
因
で
は
な
い
苦
を
減
し
て
も

解
脱
し
な
い
。
「
苦
の
過
去
の
非
存
在
」
と
し
て
成
立
す
る
の
は
解
脱
と
無
関
係
の
苦
の
非
存
在
で
あ
る
。
解
脱
と
し
て
の
「
苦
の
過
去

の
非
存
在
」
は
成
立
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
蹟
罪
に
よ
る
「
苦
の
未
生
起
」
は
解
脱
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
犯
）

る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
ア
ダ
ル
マ
（
悪
）
と
い
う
苦
の
生
起
者
の
蹟
罪
に
よ
る
減
が
「
苦
の
未
生
起
」
な
の
で
あ
る
。

「
苦
の
未
生
起
」
と
「
苦
の
生
起
者
の
減
」
と
の
内
容
は
、
共
に
苦
の
生
起
者
の
減
で
あ
り
、
同
じ
で
あ
る
。
苦
の
生
起
者
の
減
は
苦

の
減
で
は
な
い
の
で
人
間
の
目
的
で
は
な
い
。
し
か
し
、
苦
の
未
生
起
に
関
し
て
は
、
苦
の
非
存
在
と
考
え
れ
ば
、
苦
の
減
も
苦
の
非
存

ま
と
め
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の
目
的
は
「
苦
の
減
」
で
あ
り
、
「
苦
の
生
起
者
の
減
」
で
は
な
い
。
「
苦
の
未
生
起
」
は
無
始
有
終
と
い
う
「
苦
の
過
去
の
非
存
在
」
と

同
じ
特
徴
を
持
ち
、
実
質
的
に
は
同
じ
も
の
で
あ
る
。
「
苦
の
過
去
の
非
存
在
」
は
苦
の
減
な
の
で
人
間
の
目
的
で
あ
る
が
、
無
始
の
苦

の
減
は
成
立
し
な
い
。
瓶
な
ど
に
は
無
始
の
苦
の
減
は
成
立
し
て
い
る
が
、
人
間
の
努
力
な
し
で
成
立
し
て
い
る
の
で
、
人
間
の
目
的
で

は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
と
も
解
脱
で
は
な
い
。

苦
の
減
が
解
脱
で
あ
る
が
、
ど
ん
な
苦
で
も
減
す
れ
ば
解
脱
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
解
脱
に
至
る
苦
の
減
の
苦
は
、
悪
（
忌
冒
』

四
号
日
日
”
）
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
悪
は
負
欲
（
国
阻
）
・
嫌
悪
含
ぐ
の
笛
）
・
無
知
（
日
。
ｇ
）
と
い
う
過
失
（
号
の
煙
）
に
よ
っ

て
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
過
失
は
誤
知
（
目
計
耳
営
目
色
）
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
輪
廻
の
根
本
は
誤
知
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
順
次
生

て
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
過
失
和

（
師
）

じ
た
も
の
の
最
終
が
苦
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
蛇
や
鰊
と
い
う
苦
の
生
起
者
に
よ
っ
て
生
じ
た
苦
を
減
し
て
も
解
脱
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
贈
罪

（
頁
圏
胱
の
旨
巴
は
苦
の
生
起
者
で
あ
る
悪
を
減
す
る
手
段
で
あ
る
の
で
人
間
の
目
的
で
は
な
い
。
解
脱
は
ヨ
ー
ガ
か
ら
生
じ
た
純
粋
な

ダ
ル
マ
か
ら
の
真
理
知
に
よ
る
の
で
あ
る
。

土
圭

二
一
口（

１
）
ラ
ー
ャ
ー
ヤ
・
ス
ー
ト
ラ
」
の
解
脱
論
に
関
し
て
は
、
山
本
和
彦
「
ラ
ー
ヤ
ー
ャ
・
ス
ー
ト
ラ
」
の
解
脱
論
」
『
大
谷
大
学
研
究
年
報
」
六
二
、

二
○
一
○
、
ウ
ダ
ャ
ナ
の
解
脱
論
に
関
し
て
は
、
山
本
和
彦
「
ウ
ダ
ヤ
ナ
の
解
脱
論
」
『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
九
一
、
二
○
一
○
参
照
。

（
２
）
片
岡
啓
『
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
研
究
序
説
』
九
州
大
学
出
版
会
、
二
○
二
、
一
五
二
頁
参
照
。

（
３
）
弓
呉
弓
駕
自
国
日
臼
匡
Ⅱ
目
。
（
。
ｑ
輿
、
ａ
呑
口
笥
延
○
ミ
ミ
蔦
ミ
ロ
連
Ｓ
穐
口
員
香
ミ
碁
、
○
ミ
ミ
苫
胃
冒
曽
ご
記
負
§
ミ
ミ
忌
画
鯉
邑
営
ロ
ミ
ミ
芦
罫
心

ご
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
国
営
ミ
の
葛
⑦
Ｓ
侭
旨
ｓ
ａ
言
冒
ロ
ゞ
且
．
ロ
く
弓
の
巳
戸
く
詞
里
巴
：
９
９
爵
冨
日
ｇ
ｇ
ｐ
禺
昌
艀
国
の
ｍ
も
出
ｇ
胃
の
の
ゞ
ご
届
ｌ
旨

唱
包
の
Ｑ
す
ぐ
【
．
］
宮
口
．
【
．
陣
い
く
ｍ
ｐ
ｍ
曼
四
、
く
四
吋
餌
口
画
磐
○
面
○
三
戸
蚕
、
冒
厚
届
の
山
口
の
丙
国
計
の
①
国
①
の
○
観
の
①
、
己
弓
）
ゞ
巴
呂
・
〒
四
皿
国
昌
画
国
詐
ぐ
煙
旨
四
口
碑

の
画
く
四
ｍ
四
口
四
目
詳
琶
］
壁
画
四
口
回
す
画
働
く
の
。
○
の
画
ロ
ロ
斤
己
呉
国
匡
己
Ｈ
画
く
侭
＃
罠
回
す
弓
画
く
①
田
口
融
“
ロ
ロ
宮
汽
ぽ
ｍ
Ｑ
壷
ぐ
四
日
の
四
ｍ
目
四
回
〕
］
ヰ
ミ
且
動
画
ロ
○
○
ｇ
昂
・
囚
・
ぐ
胃
四
℃
匡
員
歸
四
ｐ
Ｈ
四
‐

冨
冒
目
冨
９
国
詳
畠
盲
目
凹
め
且
ご
臼
ぐ
臼
一
「
別
（
過
去
や
現
在
）
の
苦
の
減
が
、
〔
人
間
の
〕
努
力
な
し
で
成
立
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な

７



（
未
来
の
）
苦
の
減
は
、
誤
知
の
排
除
を
通
し
て
、
人
間
の
努
力
に
基
づ
く
真
理
知
に
よ
っ
て
成
立
す
る
か
ら
」
魚
．
ｚ
菌
冨
の
己
号
自
国
日
目
Ⅱ

ｚ
ｍ
ｐ
（
吻
鼠
員
言
ミ
ォ
冥
冨
旨
吻
員
忌
冒
言
旦
曽
国
電
暮
旦
ｇ
ミ
ミ
ど
の
ミ
ミ
ミ
ミ
ロ
畠
嵐
ゞ
且
三
豊
区
ゞ
、
【
：
シ
冒
昂
８
９
９
Ｆ
ロ
．
冒
禺
目
雨
具

旨
・
○
さ
ぬ
賢
ら
認
・
）
雪
・
甲
画
亜
・
匡
言
澪
百
四
貝
閏
昌
彦
ぐ
四
目
協
望
四
目
四
目
勝
己
・
彦
呉
ぐ
①
》
ロ
国
ｇ
画
く
己
屋
且
巨
昏
再
盲
且
琶
く
四
日
②
釦
磐
画
日
、
琶
閉
儲
目
匿
昌
画
昌
○
ｍ
号
壹
と
申

の
器
且
耳
鼻
ぐ
聟
一
「
別
の
苦
の
減
が
努
力
な
し
で
成
立
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
種
類
（
未
来
）
の
苦
の
減
は
、
努
力
を
伴
っ
て
成
立
す
る

ヨ
ー
ガ
の
実
修
に
よ
っ
て
成
立
す
る
か
ら
」
。

（
４
）
ｚ
菌
望
四
の
日
国
Ⅱ
ｚ
ｍ
Ｓ
一
旦
辱
号
昌
量
ミ
》
②
．
博
員
Ｓ
国
穂
曹
毫
侭
画
蔓
邑
震
討
ミ
ミ
鐙
ミ
ミ
Ｑ
ｇ
旨
、
ゞ
巴
：
詞
号
①
ロ
〕
言
昌
閏
、
シ
ｇ
自
己
ロ
ロ
鴨
口
曾
【

ｇ
①
【
ロ
ロ
Ｑ
の
Ｑ
①
の
三
○
吋
い
の
ロ
訂
ロ
・
の
の
．
固
い
ロ
・
昂
．
ｚ
○
．
画
々
Ｆ
の
５
Ｎ
億
．
己
画
聖
鰐
』
・
＄
岬
の
ロ
普
国
の
固
い
の
ぐ
四
℃
ロ
四
口
閏
融
ロ
の
江
①
＄
す
盲
い
く
画
旦
四
口
画
く
閂
四
四
唇
一
一
「
夢

を
見
な
い
と
き
、
熟
脈
し
て
い
る
人
に
は
、
煩
悩
が
な
い
か
ら
、
解
脱
が
あ
る
」
。

（
５
）
Ｑ
目
。
ｇ
霞
』
認
瞥
鼻
目
隈
８
口
四
日
烏
国
司
目
二
「
し
か
し
、
瓶
な
ど
に
は
解
脱
者
性
が
な
い
」
。

（
６
）
弓
○
い
つ
可
司
・
い
－
ｍ
恥
国
日
四
国
茸
く
ぃ
旨
山
口
臼
の
四
ぐ
“
の
四
国
閏
巨
号
望
巴
回
四
口
画
ぴ
ぽ
画
く
の
ロ
３
画
目
ロ
日
呉
国
ロ
ロ
吋
四
ぐ
稗
ご
印
す
宮
画
く
①
画
稲
ｓ
ｐ
ｐ
ｇ
四
国
ロ
両
国
白
山
ケ
ロ
四
ぐ
の

圃
号
３
目
房
冨
含
ぐ
四
日
の
○
ｇ
画
く
呂
一
「
真
理
知
か
ら
、
潜
在
印
象
を
持
つ
誤
知
が
な
く
な
り
、
過
失
が
生
起
せ
ず
、
活
動
が
な
く
な
り
、
不
可

見
力
が
生
起
せ
ず
、
〔
ア
ー
ト
マ
ン
が
身
体
を
持
っ
て
〕
再
び
生
ま
れ
な
い
と
き
に
、
そ
の
よ
う
な
（
未
来
の
）
苦
の
減
が
あ
る
」
。
Ｑ
ｚ
の
匡
醇

合
算
冨
両
ロ
日
岩
国
貝
ａ
号
笛
目
目
急
ヨ
習
曾
曾
口
巨
国
８
日
§
母
の
日
８
口
目
国
Ｈ
ｇ
圏
目
岩
山
ぐ
“
侭
昌
一
「
苦
・
出
生
・
活
動
・
過
失
・
誤
知
が

後
の
も
の
か
ら
順
次
減
す
る
と
き
、
そ
の
直
前
の
も
の
が
減
し
て
か
ら
解
脱
が
あ
る
」
。

（
７
）
弓
○
巴
留
昌
罵
目
ぐ
煙
冨
ぐ
冨
胃
禺
習
ロ
く
昼
目
冒
口
四
の
国
茸
く
四
首
目
且
目
冨
の
冨
口
ぐ
』
曙
胄
息
冨
の
薗
昌
留
聟
一
「
〔
苦
の
減
に
関
し
て
は
〕
肯
定
的

否
定
的
に
随
伴
す
る
真
理
知
と
別
の
も
の
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
」
。

（
８
）
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
は
他
に
も
「
努
力
」
と
「
苦
の
過
去
の
非
存
在
」
と
の
肯
定
的
・
否
定
的
随
伴
や
真
理
知
と
「
誤
知
の
排
除
」
と
の
肯
定
的
・

否
定
的
随
伴
を
挙
げ
て
い
る
。
弓
ｏ
ｇ
ｇ
中
や
鼻
①
ｐ
画
く
旨
四
口
國
呂
ｑ
ｇ
く
勉
冒
く
冨
胃
①
汀
旨
の
国
耳
四
の
胃
弓
閏
一
瞥
胃
①
官
胃
国
匡
の
翼
忌
日

凋
国
日
農
の
目
①
国
扇
呉
弓
、
自
国
圃
昌
圖
口
の
ｑ
①
菌
阿
房
且
ご
胃
く
四
日
一
「
そ
れ
（
努
力
）
な
し
で
は
〔
苦
の
『
過
去
の
非
存
在
」
は
〕
存
在
し

な
い
か
ら
。
肯
定
的
・
否
定
的
随
伴
が
こ
こ
で
は
存
在
す
る
か
ら
。
瓶
の
場
合
で
も
、
努
力
が
あ
れ
ば
、
〔
努
力
の
次
の
〕
最
初
の
時
間
に
そ
れ

（
瓶
）
が
存
在
す
る
」
。
目
。
ｇ
ご
圏
ｌ
昌
国
号
留
日
言
菌
言
曽
目
別
の
８
弓
ｍ
旨
く
冒
日
の
圃
言
急
９
国
斤
言
望
園
目
訂
届
ロ
血
目
画
く
四
号
目
国
日
一

日
○
口
四
扇
口
皿
昌
目
の
四
旨
国
再
曽
岸
田
茸
ぐ
塑
園
口
四
日
習
尉
菌
冨
日
一
「
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
誤
知
の
減
に
対
し
て
、
肯
定
的
随
伴
と
否
定
的
随
伴

と
に
よ
っ
て
、
真
理
知
が
生
起
者
で
あ
る
こ
と
は
〔
こ
の
章
の
な
か
で
す
で
に
〕
確
立
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
（
真
理
知
）
な
し
で
は
そ
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（
Ⅱ
）
冨
昌
号
号
医
山
里
日
○
○
日
日
．
○
口
の
冠
シ
侭
・
尽
肺
、
巨
丙
四
信
冨
丙
画
ｇ
両
国
昌
四
旦
巨
匿
丙
屋
号
彦
四
ぐ
開
く
、
の
５
匡
口
国
口
く
画
風
国
ロ
国
口
ｍ
ｑ
ｐ
迂
弄
琶
号
ご
図
開
く
画
８

日
○
厨
呉
く
四
日
〔
目
喜
目
昼
困
日
画
胃
ｇ
ｇ
ｇ
日
一
「
蛇
や
鰊
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
る
苦
の
非
存
在
と
睡
眠
中
に
存
在
す
る
苦
の
非
存
在
と
が
解

脱
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
、
「
す
べ
て
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
」
。

（
吃
）
弓
○
呂
詔
餌
“
の
ｍ
８
の
四
日
目
且
三
百
３
口
．
且
匡
房
冨
冒
凋
号
冨
乱
囲
冨
ぐ
Ｈ
ａ
目
嶌
ｇ
旨
く
四
日
の
昌
一
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
解
脱
の
定
義
に
つ
い
て

は
言
且
興
弓
３
巨
巨
ｇ
：
巨
冨
愚
口
目
冒
両
閏
辱
ｚ
画
く
息
ｌ
ｚ
圃
冨
胃
》
目
意
詞
昌
さ
巨
富
ミ
ミ
ョ
．
．
尋
ミ
ミ
侭
胃
ミ
匂
員
§
冒
冒
冒
斡
ゞ
＆
、
巨
昌
の
８
．

艀
侭
禺
Ｐ
ｐ
の
旨
”
巨
呂
呂
胃
．
ｇ
ｇ
農
Ｓ
山
田
参
照
。

（
Ｂ
）
ｚ
薗
冒
の
昼
号
目
日
日
晨
国
く
呂
更
旨
旨
の
員
忌
§
ミ
ミ
尋
罰
旨
蜀
ご
暮
尋
、
。
ｏ
営
ミ
図
昌
曾
酎
ミ
ミ
ミ
奇
ご
罰
智
冨
建
昌
息
冨
目
ご
ロ
ゞ
①
ｇ

ｚ
胃
留
四
ｐ
ｍ
８
目
口
四
の
叫
閂
画
陣
の
く
の
国
ぐ
巴
丙
届
口
嘗
四
の
閉
計
画
｝
【
尉
巨
の
四
目
爵
Ｈ
群
の
の
己
＄
巴
い
く
四
国
ロ
凹
禺
。
ｇ
匡
汽
毎
口
口
舌
ご
囚
の
画
吊
胃
詳
の
”
吊
昏
目
．
．

］
＠
割
雲
⑤
↑
い
Ｉ
③
餌
岸
の
旦
勤
ロ
戸
四
ｍ
ｐ
ｍ
行
の
【
騨
屏
○
口
画
の
ｐ
Ｈ
、
丙
計
四
ｍ
面
四
一
の
の
昌
鋤
胃
巨
○
口
画
の
画
口
・
昏
詠
○
四
ｐ
Ｈ
い
い
ロ
ゴ
茸
い
く
、
ロ
］
ｇ
ぽ
ぐ
四
口
］
の
画
境
ロ
○
四
ぐ
四
ｍ
画
ご
印
斤
の
ロ
、
計
匡

国
目
ｑ
ｇ
３
ｇ
留
日
ロ
国
旨
崗
ぐ
§
ｇ
閂
一
「
（
１
）
〔
ま
だ
焼
か
れ
て
い
な
い
〕
黒
い
瓶
に
は
〔
焼
い
た
後
の
〕
赤
色
は
な
い
。
（
２
）
〔
焼
か
れ

た
〕
赤
い
瓶
に
は
〔
焼
か
れ
る
前
の
〕
黒
色
は
な
い
。
以
上
の
考
え
が
（
１
）
過
去
の
非
存
在
と
（
２
）
減
（
消
滅
以
後
の
非
存
在
Ⅱ
未
来
の
非

存
在
）
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
（
以
上
の
考
え
）
は
絶
対
的
非
存
在
で
は
な
い
。
ふ
た
つ
（
赤
色
と
黒
色
）
と
も
〔
絶
対
的
非
存
在
と
〕
矛
盾
し

て
い
る
か
ら
」
。
テ
ク
ニ
カ
ル
な
非
存
在
に
つ
い
て
は
、
山
本
和
彦
「
イ
ン
ド
思
想
に
お
け
る
非
存
在
に
つ
い
て
」
『
大
谷
学
報
』
七
四
・
一
、
一

九
九
四
、
四
三
’
四
五
頁
参
照
。

（
皿
）
弓
。
曽
田
・
喝
１
９
忍
勤
胃
呂
胃
目
』
の
口
呉
ご
ロ
ロ
四
ｇ
稗
四
目
○
噸
画
く
昼
宮
口
画
Ｑ
国
昌
国
ロ
日
田
・
胃
閉
の
ｓ
国
口
己
昼
冒
昌
尉
卸
口
巴
四
口
目
畠
○
ぬ
昌
四
旦
迂
日
日
且

翼
ロ
〕
呉
四
茸
く
四
印
画
丙
の
碑
汽
四
門
自
己
の
臼
口
の
四
門
四
宮
茜
の
画
く
四
の
、
ロ
山
口
］
詳
迂
琶
里
動
画
毎
○
ｐ
Ｈ
ロ
ロ
毎
口
四
ｍ
四
口
目
、
耳
琶
昌
口
画
の
四
・
ぐ
四
・
○
の
画
す
ぽ
画
く
碑
ｐ
Ｈ
ゆ
く
崎
茸
望
四
口
①
Ｈ
ｍ
す
ぽ
働
く
①

れ
（
誤
知
の
排
除
）
は
な
い
か
ら
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
真
理
知
は
必
然
で
あ
る
」
。

（
９
）
ｚ
の
↑
』
臼
叩
く
ご
己
壹
“
す
四
口
声
ｍ
ｐ
ｍ
宮
○
ｍ
四
口
ｑ
ロ
ゴ
丙
ご
四
目
①
く
ｍ
一
四
口
日
Ｏ
８
ｍ
茸
旨
一

（
皿
）
蟹
再
砦
且
閏
旨
命
§
§
国
鳥
ミ
寓
崔
廷
ミ
ミ
ミ
ミ
号
尽
爵
忽
言
匂
黒
蒼
昌
罫
ミ
ミ
冒
電
募
言
§
言
亀
負
砕
き
§
言
言
、
い

、
ミ
ミ
碁
ミ
ミ
ミ
菖
蔚
陣
、
ミ
息
言
号
昌
ゞ
３
留
胃
曽
忍
言
．
＆
・
四
目
首
８
日
ご
脚
シ
日
閏
四
己
国
三
号
目
陣
国
言
呉
圃
呂
閏
冒
》
ｚ
胃
①
且
国
○
冨
且
風

‐
団
四
ｍ
の
宮
．
○
巴
Ｐ
再
国
の
四
口
の
胃
詳
の
①
己
＄
ｚ
ｏ
・
ぐ
目
目
．
ｏ
ｍ
Ｑ
旨
国
》
昌
麗
今
訊
言
い
回
昌
ご
昌
旨
罫
国
日
冒
の
閏
胃
、
日
協
○
冒
号
ご
画
筥
国
・
昌
箇
昌
四
昏
協
（
』

宮
＆
言
ぐ
号
、
昊
冨
目
目
罠
盲
目
（
〕
の
弓
の
宙
ご
旨
勗
呂
日
畏
曽
．
四
日
二
苦
は
、
身
体
・
六
感
官
・
そ
の
対
象
・
六
知
識
・
楽
・
苦
と
い
う
二
十
一

ｍ
四
ｍ
ｇ
貝
○
巴
９

斤
）
口
・
ロ
画
、
埜
四
唇
、

種
類
で
あ
る
」
。
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（
咽
）
弓
○
巴
互
ざ
ｌ
ｇ
計
時
国
舜
く
ｍ
旨
い
ロ
閉
冨
富
民
日
目
昌
号
の
厨
の
９
日
烏
昏
①
冒
弓
９
日
目
硯
８
｜
「
さ
ら
に
真
理
知
は
、
行
為
に
依
存
す
る
こ
と

な
く
、
解
脱
の
根
拠
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
か
ら
」
。

（
焔
）
ｚ
菌
冨
ぐ
胃
昌
冨
貫
旨
旨
罫
禽
旨
ご
ミ
ミ
ざ
具
望
ミ
ミ
ミ
ロ
ミ
号
。
ミ
曾
昌
』
且
弓
冨
官
烏
“
澤
口
ｇ
国
巨
ｚ
箇
箇
。
胃
日
四
目
旨
訂
く
巳
員

ｚ
虫
ご
ロ
①
冒
轆
言
昌
ｇ
ｏ
○
ロ
ロ
巳
具
も
巨
旨
の
ｇ
宮
口
巴
詞
①
の
①
胃
９
．
こ
渇
）
且
Ｚ
の
旨
・
隠
言
．
四
．
磐
用
ロ
四
段
目
Ｈ
且
冒
四
目
百
丙
冨
昌
呂
曾
ぐ
四
日
房
○

ぐ
昌
○
鴇
ご
一
「
〔
解
脱
と
は
〕
そ
れ
〔
つ
ま
り
〕
身
体
か
ら
始
ま
り
苦
で
終
わ
る
も
の
か
ら
の
絶
対
的
な
別
離
で
あ
る
」
。

（
Ⅳ
）
ｚ
鼠
冒
く
胃
己
百
田
ｇ
閏
冨
月
旦
員
旨
旨
己
ミ
ミ
雷
愚
ｓ
ｓ
冒
尋
、
具
爵
８
選
ミ
ミ
畠
昌
ゞ
＆
弓
冨
百
局
ゞ
シ
ロ
目
邑
呉
ｚ
箇
箇
８
日
侭
国
ロ
目
圃

く
巳
白
目
ｚ
①
重
口
座
冨
冒
・
両
ロ
○
○
口
ロ
巳
呉
而
巨
さ
８
℃
宮
ｏ
巴
詞
隅
①
閏
の
戸
ご
Ｃ
ｇ
ｍ
Ｑ
ｚ
の
」
』
隠
言
画
ｃ
ｃ
二
四
口
①
ロ
四
国
ぐ
日
ロ
四
国
四
。
匡
琶
云
壹
幽
曾
ウ
Ｑ
の
口
四

の
閏
く
①
留
日
呂
四
冨
匡
Ｑ
自
国
目
員
日
日
喜
四
く
昌
一
「
こ
の
苦
と
い
う
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
身
体
を
始
め
と
し
て
生
じ
て
い
る
も
の
が
す
べ
て

言
わ
れ
る
と
い
う
文
章
が
あ
る
」
。

（
肥
）
ｚ
圃
冨
く
碑
日
百
ｓ
目
閏
冨
冒
風
習
呂
冨
更
旨
旨
己
ミ
ミ
曹
勵
さ
員
旨
冒
菖
曾
島
言
具
自
首
旨
冨
ミ
ミ
ご
Ｒ
ａ
弓
冨
斉
貝
シ
ロ
目
旦
昌

ｚ
園
四
目
胃
胃
員
四
目
吾
涛
画
く
巳
自
く
．
ｚ
①
急
口
座
言
冒
ｅ
四
口
○
○
口
ロ
巳
具
甸
言
さ
の
○
℃
豆
の
巴
詞
朋
８
月
戸
ら
畠
）
且
Ｚ
の
胃
』
隠
含
，
画
霞
．
辰
響
困
働
３
９
の
ロ

胃
呂
旨
唱
摺
置
厨
号
２
９
口
目
く
博
日
呂
尉
冨
冨
く
閏
盟
暑
巴
畏
忠
目
ぐ
四
の
閂
四
昼
普
、
胃
四
日
①
亘
一
「
身
体
を
始
め
と
す
る
否
定
さ
れ
る
特
徴
を
持

つ
も
の
が
あ
る
と
き
、
そ
の
否
定
と
い
う
特
徴
を
持
つ
解
脱
の
適
当
な
定
義
が
あ
る
か
ら
、
「
順
序
」
と
言
わ
れ
る
」
。
Ｑ
困
国
目
ぐ
島

民
ミ
ミ
ミ
ミ
蜀
曽
言
ご
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
言
閂
ミ
ざ
ご
侭
冒
｝
且
ｇ
員
冒
騨
冨
留
里
昌
三
．
言
四
く
畏
貝
目
国
融
の
目
Ｑ
ｇ
吾
臼
目
画

く
巳
跨
ぐ
閏
目
印
里
め
四
日
冒
昌
９
画
目
静
口
禺
昌
く
耐
ご
画
く
昼
冨
冨
冨
ゞ
ら
臼
）
鵲
』
罵
房
日
ｏ
ｇ
ａ
①
冒
昌
笛
く
乱
冨
Ｈ
算
冒
ご
尉
昌
曰
く
昌
一
「
根
拠

の
減
に
対
し
て
、
人
間
の
は
た
ら
き
（
努
力
）
が
必
要
で
あ
る
か
ら
。
蹟
罪
の
よ
う
に
」
国
．
ｚ
の
ロ
曽
旬
＄
の
口
の
胃
日
８
房
号

冒
冒
憩
く
菌
息
国
日
弓
呂
昌
一
「
諭
書
の
な
か
で
『
根
拠
の
減
に
対
し
て
、
人
間
の
は
た
ら
き
（
行
為
）
が
あ
る
か
ら
」
と
言
わ
れ
る
」
。

（
岨
）
醇
言
ロ
四
国
茸
く
画
く
弓
の
戸
口
旦
己
彦
日
日
委
口
口
凹
国
詳
く
ぃ
ぐ
ご
①
斉
四
づ
ご
習
呂
国
丙
胱
四
区
ミ
ミ
己
ミ
ご
口
員
罵
言
崖
曼
寄
尋
、
。
。
ミ
ミ
ミ
ミ
菖
鴎

が
な
い
と
き
、
未

彼
は
解
脱
す
る
」
。

ご
厨
四
国
呂
胃
冒
圏
冨
扁
自
習
宮
ｇ
且
①
ご
目
号
冒
く
尉
目
９
国
百
局
日
四
目
日
吾
呂
２
ｍ
厨
昌
Ｈ
ｇ
四
月
ご
胃
①
｜
「
天
啓
聖
典
や
伝
承
文
学
で
言
わ
れ
て

い
る
ヨ
ー
ガ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
長
い
間
、
絶
え
間
な
く
、
集
中
を
伴
う
瞑
想
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
ョ
－
ガ
か
ら
生
じ
た
ダ
ル
マ
か
ら
、
輪
廻
の

種
で
あ
る
潜
在
印
象
を
伴
う
誤
知
を
減
す
る
能
力
を
持
つ
、
ア
ー
ト
マ
ン
に
関
す
る
真
理
知
を
直
接
体
験
し
、
過
失
の
非
存
在
か
ら
、
活
動
な
ど

が
な
い
と
き
、
未
来
の
ダ
ル
マ
（
善
業
）
と
ア
ダ
ル
マ
（
悪
業
）
が
生
起
し
な
い
と
き
、
無
始
以
来
集
ま
っ
て
い
る
業
の
享
受
に
よ
る
減
か
ら
、
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希
幻
）
弓
○
四
つ
つ
い
§
画
、
酔
段
〕
、
Ｈ
の
巨
戸

う
〆
〕
」
。
○
ｍ
．
ｚ
言
い
■
四
三
四
く
胃
昌

弓
香
口
琴
番
蚤
式
Ｐ
①
具
四
四
国
匿
四
Ｈ
四

（
別
）
富
民
牙
目
奥
ミ
ミ
暑
目
§
》
＆
ロ
盲
目
巨
旦
凹
留
の
日
』
呼
口
胃
①
の
当
四
房
鳥
目
ｍ
ｐ
ｍ
閉
の
呂
国
』
巴
雲
参
照
。

（
皿
）
目
○
９
＄
民
四
ｇ
の
日
合
算
冨
冒
眉
号
冨
圃
闇
冨
言
昌
目
嶌
冨
の
且
冨
ご
且
言
、
日
の
（
）
冒
○
厨
昌
一
「
他
の
者
（
ヴ
ァ
ッ
ラ
バ
）
は
「
苦
の
絶
対

的
非
存
在
が
解
脱
で
あ
る
」
と
〔
言
う
〕
」
。
艀
①
ｚ
Ｆ
詔
旨
一
国
曾
凹
合
算
目
ご
自
国
ｇ
習
○
〕
息
く
画
侭
昌
一
「
こ
こ
で
は
苦
の
絶
対
的
非
存
在
が
、

解
脱
で
あ
る
」
。
Ｑ
ｚ
の
ロ
ミ
鴎
も
国
胃
尉
冒
合
算
園
ｑ
ｇ
ｓ
ｇ
習
四
の
§
日
烏
胃
…
｜
「
し
か
し
、
古
典
論
理
学
者
た
ち
は
苦
の
絶
対
的
非

存
在
こ
そ
が
解
脱
で
あ
る
と
〔
言
う
〕
」
。

（
犯
）
Ｂ
ｏ
ｇ
ｍ
馬
忌
…
四
口
四
日
緒
目
富
国
菌
冨
員
四
百
凰
留
く
且
目
算
盲
忠
告
目
目
胱
四
①
く
ｍ
ゆ
く
臼
呂
目
日
掛
胃
冨
の
…
｜
「
他
の
手
段
（
補
助
）
を

伴
わ
ず
に
、
鰊
（
苦
の
生
起
者
）
の
減
が
あ
る
よ
う
に
、
『
苦
の
生
起
者
の
減
」
の
み
が
そ
れ
自
体
で
人
間
の
目
的
で
あ
る
」
。

（
詔
）
弓
○
呂
謬
・
扇
岸
昌
四
ｇ
ｏ
Ｓ
ｍ
胃
、
胃
胃
３
・
弓
四
口
①
冒
閉
目
四
口
目
月
日
の
国
亀
巴
く
画
冨
８
３
昌
巳
四
口
閏
く
閏
口
旨
・
匡
面
穴
宮
口
３
口
す
い
ご
凶
耳
国
く
四
望
営
く
山

胃
遇
○
］
目
翼
乱
亘
「
Ｘ
（
苦
の
生
起
者
の
非
存
在
）
の
意
欲
を
伴
っ
て
、
Ｘ
（
苦
の
生
起
者
）
の
手
段
に
対
し
て
、
或
る
人
に
活
動
（
努
力
）
が

あ
る
。
Ｘ
（
苦
の
生
起
者
の
非
存
在
）
こ
そ
が
、
そ
の
人
の
目
的
で
あ
る
。
『
苦
の
生
起
者
の
非
存
在
」
こ
そ
が
〔
人
間
の
〕
目
的
で
あ
る
か
ら
」

（
型
）
弓
。
ｇ
９
．
房
１
９
》
国
の
同
国
。
ロ
ロ
ロ
丙
蓉
四
３
Ｑ
ｐ
ｍ
ｐ
四
。
ぽ
ぐ
、
日
、
四
目
屋
汽
彦
の
ロ
四
ロ
【
四
ｍ
ｍ
ご
ｐ
い
く
閉
冒
四
宮
閏
ロ
ロ
国
臼
田
』
国
司
巴
ぐ
、

冑
房
且
ご
臼
く
ｇ
閏
冨
く
閉
目
且
号
房
冨
の
呂
冨
ロ
且
ご
四
目
忠
の
ぐ
画
冒
目
３
Ｈ
ｓ
Ｏ
…
｜
「
そ
れ
ゆ
え
『
苦
の
生
起
者
の
減
』
を
通
し
て
、
『
過
去
の

非
存
在
』
が
成
立
す
る
か
ら
、
こ
の
場
合
に
の
み
〔
「
過
去
の
非
存
在
』
は
〕
努
力
（
晴
罪
に
よ
る
悪
の
減
）
に
よ
っ
て
成
立
す
る
こ
と
が
結
論

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
苦
の
生
起
者
の
減
』
の
み
が
人
間
の
目
的
で
あ
る
」
。

（
弱
）
弓
○
呂
窪
鴎
碁
胃
圃
口
く
画
稗
四
の
冨
冒
昌
届
胃
号
胃
ぐ
四
日
ぐ
］
の
①
箇
箇
の
目
ご
呉
ぐ
の
ｐ
画
く
画
稗
四
の
匙
ご
胃
ぐ
四
日
８
｜
「
そ
れ
で
も
や
は
り
被
限
定
者

（
苦
の
絶
対
的
非
存
在
）
が
『
人
間
の
目
的
』
で
あ
り
、
限
定
者
（
苦
の
生
起
者
の
減
）
の
成
立
に
伴
い
、
被
限
定
者
（
苦
の
絶
対
的
非
存
在
）

』
ミ
ミ
言
罫
ミ
ミ
馬
ざ
ぎ
ぎ
ミ
ロ
ミ
ミ
の
き
ざ
ミ
ミ
獣
曽
】
』
ミ
ミ
ミ
ご
§
号
器
§
昌
奇
斡
言
具
、
貫
廻
、
ミ
ミ
目
言
罫
ミ
ロ
】
崖
ミ
ロ
ミ
罫
ミ
ミ
ご
幕
員
国
営
薮

、

旦
記
負
冬
ミ
『
ミ
言
自
尊
酋
言
の
ミ
ミ
ミ
ミ
、
巴
．
ロ
く
ご
且
旨
、
く
．
む
．
陣
ロ
国
昌
目
〕
旧
の
：
囚
９
９
馬
８
百
９
８
三
○
房
三
○
局
Ｐ
○
里
Ｑ
旨
同
月
胃

も
ま
た
成
立
す
る
」
。

旦
記
晶
言
ミ
ミ
言
自
専
透
言
の

津
爵
胃
ｇ
ｇ
の
ｇ
↓
ら
＄
）
参
照目

算
ｇ
ｇ
ｇ
国
ｇ
ｇ
ｏ
日
具
号
一
「
他
の
者
（
ヴ
ァ
ッ
ラ
バ
）
は
『
苦
の
絶
対
的
非
存
在
が
解
脱
で
あ
る
」
と
〔
言

更
ご
ａ
ミ
ミ
ミ
ミ
目
ミ
忌
尋
、
○
Ｏ
ミ
ミ
ミ
ミ
邑
旦
尋
ミ
ミ
曽
冒
§
目
言
息
旨
、
の
§
言
ミ
ミ
隊
ミ
ミ
ミ
囚
員
唱
ご
員
言

の
画
異
国
》
○
百
ｍ
の
③
空
く
四
鳳
冒
四
鰹
、
の
①
の
○
口
Ｑ
①
Ｑ
昼
○
Ｐ
ら
臼
）
ｍ
ｍ
Ｐ
岸
圃
胃
國
ロ
ロ
言
〆
迂
回
ｑ
四
口
＆
す
ぽ
い
く
○
℃
四
ぐ
曽
繭
口
伝
一
Ｚ
の
ロ
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（
鋤
）
弓
。
ｇ
認
函
陰
》
四
目
隠
国
目
目
且
四
日
目
烏
冨
阿
ご
日
ロ
目
昌
く
胃
８
冨
号
四
国
再
四
号
房
目
目
日
因
島
宮
Ｈ
匡
協
昌
国
の
…
｜
「
未
来
に
生
起
し

な
い
も
の
（
苦
）
に
対
し
て
、
現
在
〔
贈
罪
の
〕
は
た
ら
き
が
あ
る
か
ら
。
た
と
え
ば
、
こ
こ
で
は
『
苦
の
未
生
起
」
が
人
間
の
目
的
で
あ
る
」
。

（
瓢
）
弓
○
四
ｇ
日
出
恥
骨
嶌
冨
日
日
の
舜
目
ｇ
目
肖
ご
ロ
＆
詠
冨
頁
ご
尉
昌
国
呂
匡
胃
四
月
詳
閏
目
嶌
園
昌
言
且
、
望
巴
ぐ
四
目
ｇ
ｏ
］
目
印
言
碑
一
「
「
私
に

苦
が
生
じ
ま
せ
ん
よ
う
に
」
に
関
す
る
贈
罪
な
ど
に
活
動
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
『
苦
の
未
生
起
」
の
み
が
目
的
で
あ
る
か
ら
」
。
弓
○

い
つ
⑤
旨
い
“
ｌ
い
つ
③
い
ぃ
庁
四
四
口
四
口
Ｑ
口
唇
穴
彦
四
［
口
門
口
の
寓
巨
鋤
ロ
ロ
ロ
ロ
拝
胃
匡
Ｑ
ｇ
の
く
い
計
画
苛
め
四
○
画
四
口
四
・
彦
ぐ
四
【
国
の
幽
門
昔
彦
自
画
で
Ｈ
ゆ
く
拭
詳
再
拝
］
・
匡
彦
弄
蓉
四
口
一
群
己
四
○
ｍ
①
ぐ
ぃ

宮
巨
魁
耳
言
８
日
目
房
冨
３
号
自
己
冒
画
日
の
四
旨
の
旨
国
日
こ
し
た
が
っ
て
、
『
私
に
苦
が
生
じ
ま
せ
ん
よ
う
に
』
（
苦
の
未
生
起
）
に
関
し

て
、
そ
れ
（
苦
）
の
生
起
者
を
減
す
る
た
め
に
活
動
が
あ
る
か
ら
、
「
苦
の
未
生
起
』
こ
そ
が
人
間
の
目
的
で
あ
り
『
苦
の
生
起
者
の
減
」
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
が
確
立
し
た
」
。

（
認
）
弓
。
い
つ
、
⑨
贈
Ｉ
③
唖
昌
彦
画
冨
斥
四
恒
冨
一
国
巳
℃
凶
己
四
曰
く
ｍ
ｐ
ｍ
の
］
胃
四
日
５
口
四
計
些
］
四
口
国
四
日
・
ロ
匡
肉
置
卸
自
国
四
ロ
ロ
印
ぐ
胃
日
日
旨
弄
言
曽
Ｅ
９
画
Ｑ
四
日
ロ
Ｑ
ｇ
の
胃
四

頁
画
く
昌
閏
目
房
冨
口
匡
ｇ
且
四
の
菌
胃
畠
○
］
目
四
日
二
〔
世
間
に
お
け
る
〕
蛇
や
疎
な
ど
も
し
く
は
〔
ヴ
ェ
ー
ダ
世
界
に
お
け
る
〕
悪
は
、
減
せ
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
〔
悪
が
減
す
れ
ば
〕
、
そ
れ
（
蛇
鰊
な
ど
悪
）
に
よ
っ
て
生
起
す
る
苦
は
な
い
か
ら
『
苦
の
未
生
起
』
に
対
し
て

活
動
（
努
力
）
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
苦
の
未
生
起
」
こ
そ
が
〔
人
間
の
〕
目
的
で
あ
る
」
。

（
詔
）
弓
○
曽
訊
．
隙
．
叩
胃
号
冒
罠
冑
尉
弓
四
弓
四
貝
舜
四
口
巨
哲
屏
壹
ｇ
３
爬
号
ｐ
画
く
○
日
○
厨
鼻
冒
一
ｚ
ｍ
ｐ
閉
劃
旦
匡
昏
弄
茸
９
３
ｍ
ｍ
匡
国
く
呂
胃
冒
竺
四
口
⑪
日
旨

四
劃
画
野
口
Ｒ
四
回
○
四
の
計
匡
・
口
唇
丙
彦
四
斤
目
四
冨
庁
回
す
声
画
く
四
の
く
四
片
ロ
ロ
穴
庁
胃
・
、
．
｜

（
”
）
弓
。
ｇ
囲
い
園
．
蔦
臼
９
口
目
罠
冨
の
且
冨
９
号
忌
日
の
四
の
目
印
ぐ
印
ぐ
Ｈ
昌
呂
房
冨
の
ぐ
臼
く
９
国
匡
国
ぐ
四
囲
日
ｇ
ｐ
ｇ
ｇ
－
「
そ
れ
で
も
や
は
り
自
分
に

存
在
す
る
苦
と
絶
対
的
非
存
在
と
の
関
係
が
、
『
苦
の
生
起
者
の
減
』
に
他
な
ら
な
い
」
。

（
認
）
弓
。
ｇ
霞
．
』
認
四
口
８
目
嶌
冨
の
且
冨
目
号
畠
日
の
尉
冒
目
ご
自
国
厚
固
く
閉
四
目
ｇ
且
厨
司
の
日
巴
屋
自
画
昌
一
「
さ
ら
に
「
苦
の
生
起
者
の
減
」

が
、
絶
対
的
非
存
在
と
結
合
す
る
場
合
、
手
段
が
な
い
」
。

（
羽
）
巨
口
屏
弓
画
Ｑ
ｍ
Ｓ
昏
迂
ざ
、
国
画
斉
の
Ｑ
・
ロ
岸
旨
岸
己
冨
国
冨
の
画
異
国
、
国
①
ロ
胃
①
の
叩
盲
巨
寓
目
呉
旨
四
口
凹
め
の
⑦
ロ
ロ
四
ゞ
ら
届
）
展
．
宇
弓
弾
琶
胃
日
昌
旨
丙
冒
画
ロ
ロ
８
画
Ｑ
四

①
く
四
Ｈ
ｐ
Ｏ
丙
の
凹
冒
の
、
○
ｍ
己
［
四
ｍ
四
す
壷
働
く
四
民
口
己
四
計
四
目
い
］
四
口
『
い
む
房
斤
画
詳
く
壁
画
四
口
四
印
四
・
号
］
昌
煙
戸
．
．
…
計
画
庁
の
四
・
宮
昌
四
計
く
四
目
目
・
口
伝
丙
ご
い
【
）
閂
画
媚
四
宣
岸
国
ぐ
四
の
萱
①
ご

胃
号
冨
百
国
目
日
日
四
国
日
二
し
か
し
、
或
る
者
は
苦
の
未
生
起
こ
そ
が
解
脱
で
あ
る
〔
と
言
う
〕
。
ま
た
そ
れ
は
、
過
去
の
非
存
在
の
特
徴
を

伴
い
生
じ
る
が
、
真
理
知
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
・
・
・
苦
の
過
去
の
非
存
在
は
そ
れ
（
真
理
知
）
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
以
上
は
プ
ラ
バ
ー
カ

ラ
派
の
考
え
で
あ
る
」
。

1ワ
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目
白
目
〕
の
畏
答
｜
「
苦
の
過
去
の
非
存
在
の
保
持
で
あ
る
と
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派
は
〔
言
う
〕
」
。
Ｑ
卑
農
胃
９
９
目
の
詩
画
〕
篭
巨
由
醜

胃
旨
呂
冨
の
白
号
ｇ
ｏ
８
ａ
Ｏ
昌
誘
①
魍
号
閂
日
且
冨
Ｈ
Ｂ
ｇ
冑
房
囲
冨
昌
冨
且
ｇ
ｇ
日
○
厨
四
三
百
百
ｍ
目
一
「
し
か
し
、
解
脱
は
絶
対
的
な
身
体
の

断
滅
で
あ
り
、
す
べ
て
の
ダ
ル
マ
と
ア
ダ
ル
マ
と
の
減
に
よ
っ
て
生
起
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
正
し
い
」
。
Ｑ
言
陣
〕
の
弓
言
、
、
ｇ
言
雷
ミ

粋
言
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
扇
員
と
面
冨
ｇ
Ｑ
届
匡
》
３
頁
口
座
再
三
○
巳
堅
田
ｇ
閂
望
§
駅
ら
畠
ゞ
霞

（
劉
）
弓
○
呂
謡
魚
亜
胃
ｑ
且
言
ロ
四
国
詳
箇
冒
目
且
且
冨
局
日
目
胱
の
の
四
ｑ
、
四
日
国
の
四
日
畠
①
呂
蔦
盲
目
樹
号
冨
く
開
く
胃
匡
９
日
器
三
「
努
力
に
依
存
す

る
真
理
知
か
ら
ア
ダ
ル
マ
の
減
が
あ
る
と
き
が
最
初
の
時
間
で
あ
り
、
『
苦
の
過
去
の
非
存
在
』
自
体
が
あ
る
」
。

（
妬
）
弓
ｏ
ｇ
ｓ
函
罵
己
弓
胃
く
①
愚
ご
自
国
言
曽
四
日
目
国
圃
胃
樹
号
冨
く
目
冨
弓
の
目
目
ご
里
目
冨
弓
号
冨
く
碑
…
｜
「
絶
対
的
非
存
在
の
特
徴
を
持

つ
も
の
は
、
過
去
の
非
存
在
と
異
な
っ
て
お
り
、
常
住
で
あ
り
、
減
す
る
種
類
の
も
の
で
な
い
か
ら
」
。

（
調
）
弓
。
呂
急
・
平
ら
”
四
宮
丙
四
日
農
且
旨
獣
ｇ
Ｈ
ご
鼠
ｏ
旨
目
尉
画
Ｑ
ご
冒
且
匡
昏
屏
冨
胃
凋
号
彦
画
く
画
昌
四
冨
盲
且
号
冨
汽
笛
口
名
園
、
号
冨
ぐ
ゆ
亀
、
８

９
日
目
且
冨
冨
国
目
日
の
目
ｇ
習
匡
匡
房
冨
日
ｇ
鼻
笛
５
日
８
頁
四
昼
○
四
一
「
蛇
や
純
な
ど
（
苦
の
生
起
者
）
の
減
に
よ
っ
て
〔
も
し
く
は
〕
順

罪
（
苦
の
生
起
者
の
減
）
な
ど
に
よ
っ
て
成
立
す
る
苦
の
『
過
去
の
非
存
在
』
と
動
物
の
肉
の
食
事
（
苦
の
生
起
者
）
の
「
過
去
の
非
存
在
』
と

の
反
存
在
は
、
〔
そ
れ
ぞ
れ
〕
同
じ
基
体
（
自
分
）
の
未
来
の
苦
と
〔
肉
の
〕
食
事
と
で
あ
る
」
。
蛇
や
鰊
な
ど
の
苦
の
生
起
者
に
よ
る
苦
の
減
が

解
脱
で
な
い
と
い
う
議
論
に
つ
い
て
は
、
菱
田
邦
男
『
イ
ン
ド
自
然
哲
学
の
研
究
」
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
九
三
、
二
八
○
頁
参
照
。

（
釘
）
ｚ
の
巨
陣
目
算
冨
両
ロ
白
眉
届
く
風
巨
○
笛
旦
昏
菌
一
目
風
呂
日
自
国
Ｈ
ｏ
茸
国
凰
蔚
国
８
口
四
日
閂
ｇ
ご
包
四
息
ぐ
四
個
呂
一
「
苦
・
出
生
・
活
動
・
過

失
・
誤
知
が
、
後
の
も
の
か
ら
順
次
減
す
る
と
き
、
そ
の
直
前
の
も
の
が
減
し
て
か
ら
解
脱
が
あ
る
」
。

1 句
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